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【学
術
論

文
】

『古
語
拾
遺
』
に
お
け
る
猿
女
氏
の
職
掌
と
古
代
祭
祀

の
場
に
お
け
る
猿
女
氏
の
実
態

は
じ
め
に

浅

岡

悦

子

記
紀
の
有
名
な
神
話
の

一
つ
に
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
天
石
窟
籠
り
が
あ
る
。
ス
サ

ノ
ヲ
の
乱
行
に
よ
っ
て
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
石
窟
に
籠
り
、
高
天
原
は
日
の
照
ら
な

い
暗
い
世
界
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
神
々
は
ア
マ
テ
ラ
ス
を
天
石
窟
か
ら
出
す
た

め
に
話
し
合
い
、
種
々
の
捧
げ
も
の
を
作

り
、
祝
詞
を
詠
み
、
舞
い
踊
る
。
太
陽

が
な
い
暗
い
世
界
で
何
故
他
の
神
々
が
楽

し
そ
う
に
し
て
い
る
の
か
を
不
思
議
に

思

っ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
石
窟
の
戸
を
開
け
た
時
、
戸
の
横
に
待
ち
構
え
て
い
た

神
に
引

っ
張
り
出
さ
れ
、
高
天
原
に
は
無
事
太
陽
が
戻
っ
て
く
る
と
い
う
神
話
で

あ
る
。
こ
の
時
初
め
て
登
場
す
る
の
が
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
で
あ
る
。
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ

は
天
石
窟
の
前
で
舞
い
踊
る
こ
と
で
、
ア

マ
テ
ラ
ス
の
籠
る
天
石
窟
の
戸
を
開
け

さ
せ
る
重
要
な
神
で
あ
る
。
少
し
長
い
が
、
以
下
に

『
日
本
書
紀
』
〔
1)
と

『
古

事
記
』
(
2)
の
天
石
窟
籠
り
神
話
の
前
半
部
分
を
引
用
す
る
。

(傍
線
は
任
意
に
引

い
た
も
の
で
あ
る
。
)

『
日
本
書
紀
』
巻

一
・
本
文

此
に
由
り
て
發
慍

り
て
、
乃
ち
天
石
窟
に
入
り
ま
し
、
磐
戸
を
閉
し
て
幽
居

す
。
故
、
六
合
の
内
常
闇
に
し
て
昼
夜
の
相
代
も
知
ら
ず
。
時
に
八
十
万
神
、

天
安
河
辺
に
会
合
ひ
て
、
其
の
祷
る
べ
き
方
を
計
る
。
故
、
思
兼
神
、
深
く

謀
り
遠
く
慮
ひ
、
遂
に
常
世
の
長
鳴
鳥
を
聚
め
、
互
に
長
鳴
せ
し
め
、
亦
手

力
雄
神
を
以
ち
て
磐
戸
の
側
に
立
て
て
、
中
臣
連
が
遠
祖
天
児
屋
命
、
忌
部

が
遠
祖
太
玉
命
、
天
香
山
の
五
百
箇
眞
坂
樹
を
掘
に
し
て
、
上
枝
に
は
八
坂

項

の
五
百
箇
御
統
を
懸
け
、
中
枝
に
は
八
腿
鏡
を
懸
け
、

一
に
云
は
く
、
眞

経
津
鏡
と
い
ふ
。
下
枝
に
は
青
和
幣
和
幣
、
此
に
は
尼
枳
底
と
云
ふ
。
白
和
幣
を

懸
け
、
相
与
に
其
の
祈
祷
を
致
す
。
又
猿
女
君
が
遠
祖
天
鈿
女
命
、
則
ち
手

に
茅
纒
の
　
を
持
ち
、
天
石
窟
戸
の
前
に
立
ち
、
巧
に
俳
優
を
作
す
。
亦
天

香
山
の
眞
坂
樹
を
以
ち
て
髭
と
し
、
薙
を
以
ち
て
蕪
、
此
に
は
此
胴
擬
と
云
ふ
。

手
綴
と
し
て
手
繊
。
此
に
は
多
須
枳
と
云
ふ
。
火
処
を
焼
き
、
覆
槽
置
せ
、

覆
槽
。
此
に
は
子
該
と
云
ふ
。
顕
神
明
之
憑
談
す
。
顯
神
明
之
憑
談
。
此
に
は
歌

牟
鵝
可
梨
と
云
う
ふ
。

『古
事
記
』
上

故
是
に
、
天
照
大
御
神
、
見
畏
み
、
天
の
石
屋
の
戸
を
開
き
て
、
刺
し
こ
も

り
坐
し
き
。
爾
く
し
て
、
高
天
原
皆
暗
く
、
葦
原
中
国
悉
く
闇
し
。
此
に
因

り
て
常
夜
往
き
き
。
是
に
、
万
の
神
の
声
は
、
狭
蝿
な
す
満
ち
、
万
の
妖
は
、

悉
く
発
り
き
。
是
を
以
て
、
八
百
万
の
神
、
天
の
安
の
河
原
に
神
集
ひ
集
ひ

て
、
高
御
産
巣
日
神
の
子
、
思
金
神
に
思
は
し
め
て
、
常
世
の
長
鳴
鳥
を
集

め
、
鳴
か
し
め
て
、
天
の
安
河
の
河
上
の
天
の
堅
石
を
取
り
、
天
の
金
山
の

鉄
を
取
り
て
、
鍛
人
の
天
津
麻
羅
を
求
め
て
、
伊
斯
許
理
度
売
命
に
科
せ
、



鏡
を
作
ら
し
め
、
玉
祖
命
に
科
せ
、

八
尺
勾
聰
の
五
百
津
の
御
す
ま
る
の
珠

を
作
ら
し
め
て
、
天
児
屋
命

・
布
刀
玉
命
を
召
し
て
、
天
の
香
山
の
真
男
鹿

の
肩
を
内
抜
き
に
抜
き
て
、
天
の
香

山
の
天
の
は
は
か
を
取
り
て
、
占
合
ひ

ま
か
な
は
し
め
て
、
天
の
香
山
の
五
百
津
真
賢
木
を
、
根
こ
じ
に
こ
じ
て
、

上

つ
枝
に
八
尺
の
勾
聰
の
五
百
津
の
御
す
ま
る
玉
を
取
り
著
け
、
中

つ
枝
に

八
尺
の
鏡
を
取
り
懸
け
、
下
つ
枝
に
白
丹
寸
手

・
青
丹
寸
手
を
取
り
垂
で
て
、

此
の
種

々
の
物
は
、
布
刀
玉
命
、
布

刀
御
幣
と
取
り
持
ち
て
、
天
児
屋
命
、

ふ
と
詔
戸
言
祷
き
白
し
て
、
天
手
力
男
神
、
戸
の
腋
に
隠
り
立
ち
て
、
天
宇

受
売
命
、
手
次
に
天
の
香
山
の
天
の
日
影
を
繋
け
て
、
天
の
真
析
を
縄
と
為

て
、
手
草
に
天
の
香
山
の
小
竹
の
葉
を
結
ひ
て
、
天
の
石
屋
の
戸
に
う
け
を

伏
せ
て
、
路
み
と
ど
ろ
こ
し
、
神
懸

り
為
て
、
胸
乳
を
掛
き
出
だ
し
、
裳
の

緒
を
ほ
と
に
忍
し
垂
れ
き
。
爾
く
し
て
、
高
天
原
動
み
て
、
八
百
万
の
神
共

に
咲
ひ
き
。

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
ア
メ
ノ
ウ
ズ

メ
は
猿
女

の
遠
祖

で
あ
り
、
『
古
事

記
』

の
天
孫
降
臨
神
話
に
も

「天
宇
受
売
命
は
、
猿
女
君
等
が
祖
ぞ
。」
と
書
か
れ

て
い
る
。
こ
の
猿
女
君
は
中
臣

・
忌
部

・
鏡
作

・
玉
造
と
並
ん
で
天
孫
に
付
き
従

い
葦
原
中
国
に
降
臨
し
た
神

々
の
後
裔
と

い
う
重
要
な
氏
族
で
あ
る
が
、
六
国
史

を
紐
解
い
て
も
、
猿
女
氏
に
関
わ
る
記
述

は
非
常
に
少
な
い
。
神
話
の
部
分
を
除

け
ば
、
『
日
本
後
紀
』
に

一
例
あ
る
他
、
格
式
と

『
西
宮
記
』
に
わ
ず
か
に
み
え

る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
同
二
年

(八
〇
七
)
に
斎
部
広
成
が
記
し
た

『古

語
拾
遺
』
に
は
本
来
猿
女
氏
は
中
臣

・
忌
部
と
共
に
祭
祀
を
掌
る
氏
族
で
あ
る
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
古
代
日
本
の
氏
族
社
会
の
中
で
猿
女
氏
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な

職
掌
を
持

つ
氏
族
で
あ
り
、
そ
の
実
態
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
か
を
考
察
す
る
。

一

猿
女
氏
の
職
掌

猿
女
氏
は
先
に
引
用
し
た
記
紀
に
よ
る
と
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
後
裔

で
あ
る
。

記
紀
の
天
孫

(皇
孫
)
降
臨
神
話
を
見
る
と
、

『
日
本
書
紀
』
巻
二

・
一
書

一

即
ち
天
鈿
女
命
、
猿
田
彦
神
の
所
乞
の
随
に
遂
に
以
ち
て
侍
送
る
。
時
に
皇

孫
、
天
鈿
女
命
に
勅
し
た
ま
は
く
、

「汝
顕
し

つ
る
神
の
名
を
以
ち
て
姓
氏

と
す
べ
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
因
り
て
猿
女
君
の
号
を
賜
ふ
。
故
、
猿
女
君
等

の
男
女
、
皆
呼
び
て
君
と
為
ふ
。
此
、
其
の
縁
な
り
。

『古
事
記
』
上

故
爾
く
し
て
、
天
宇
受
売
命
に
詔
ひ
し
く
、
「此
の
、
御
前
に
立
ち
て
仕

へ

奉
れ
る
猿
田
毘
古
大
神
は
、
専
ら
顕
し
申
せ
る
汝
、
送
り
奉
れ
。
亦
、
其
の

神
の
御
名
は
、
汝
、
負
ひ
て
仕

へ
奉
れ
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
是
を
以
て
、

猿
女
君
等
、
其
の
猿
田
毘
古
之
男
神
の
名
を
負
ひ
て
、
女
を
猿
女
君
と
呼
ぶ

事
、
是
ぞ
。

と
あ
る
。
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
は
天
孫
降
臨
の
際
に
、
行
く
先
に
待
ち
受
け
て
い
た
サ

ル
タ
ヒ
コ
の
名
前
を
受
け
継
ぎ
、
猿
女
君
の
姓
氏
を
給
わ

っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
ノ

ウ
ズ
メ
は
中
臣

・
忌
部
と
共
に
天
孫
降
臨
に
付
き
従

っ
た
五
氏

(五
部
神
)
の

一



つ
で
あ
る
。
以
下
に
記
紀
の
五
部
神
を
引
用
す
る
。

『
日
本
書
紀
』
巻
二

・
一
書
一

又
中
臣
が
上
祖
天
兒
屋
命

・
忌
部
が
上
祖
太
玉
命

・
猿
女
が
上
祖
天
鈿
女
命

・
鏡
作
が
上
祖
石
凝
姥
命

・
玉
作
が
上
祖
玉
屋
命
、
凡
て
五
部
神
を
以
ち
て

配

へ
侍
ら
し
め
た
ま
ふ
。

『古
事
記
』
上

爾
く
し
て
、
天
児
屋
命

・
布
刀
玉
命

・
天
宇
受
売
命

・
伊
斯
許
理
度
売
命

・

玉
祖
命
、
井
せ
て
五
伴
緒
を
支
ち
加

へ
て
天
降
し
き
。

(中
略
)
故
、
其
の

天
児
屋
命

は
、
〈中
臣
連
等
が
祖
ぞ
。
〉
布
刀
玉
命
は
、

〈忌
部
首
等
が
祖

ぞ
。
〉
天
宇
受
売
命
は

〈猿
女
君
等
が
祖
ぞ
。〉
伊
斯
許
理
度
売
命
は

〈作
鏡

連
等
が
祖
ぞ
。
〉
玉
祖
命
は
、
〈玉
祖
連
等
が
祖
ぞ
。
〉

天
石
窟
籠
り
神
話

の
中
で
は
忌
部
が

御
幣
を
持
ち
、
中
臣
が
祝
詞
を
詠
み

(『
古
事
記
』
「布
刀
玉
命
、
布
刀
御
幣
と
取
り
持
ち
て
、
天
児
屋
命
、
ふ
と
詔
戸

言
祷
き
白
し
て
」
)、
ま
た
は
中
臣

・
忌
部

両
氏
と
も
に
祝
詞
を
詠
み

(『
日
本
書

紀
』
「中
臣
連
が
遠
祖
天
児
屋
命
、
忌
部
が
遠
祖
太
玉
命
、
(中
略
)
相
与
に
其
の

祈
祷
を
致
す
。
」)
、
そ
し
て
ど
ち
ら
も
猿

女
が
舞
を
舞
う
。
『古
語
拾
遺
』
に
も

「天
鈿
女
命

(割
注
略
)
を
し
て
、

(略
)
巧
に
俳
優
し
、
相
与
に
歌
ひ
舞
は
し

め
た
ま
ふ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
を
遠
祖

〔3
)
に
持

つ
猿
女
氏
が

祭
祀
の
場
に
お
い
て
舞
を
掌

っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
猿
女
氏
は
具
体
的
に
祭
祀
に
ど

の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『類
聚
三
代
格
』
巻

一
、
弘
仁
四
年
の
太
政
官
符
に
は

「応
に
　
女
を
貢
ぐ
べ
き

の
事
」
と
し
て

「
仍ち
両
氏
の
猿
女
の
興
、
国
史
に
詳
か
な
り
。
其
の
後
絶
え
ず
。

今
猶
見
在
す
。
(中
略
)
援
女
は
永
ら
く
停
廃
に
従
え
、
援
女
公
氏
の
女

一
人
を

定
め
て
、
縫
殿
寮
に
進
め
。
闕
く
る
に
随
ひ
て
即
ち
補
せ
」
と
、
猿
女
氏
は
猿
女

を
輩
出

し
、
そ
の
起
源
は
国
史
に
詳
細
が
あ
り
、
今
も
絶
え
て
い
な
い
と
記
さ
れ

て
い
る
。
猿
女
は

『
延
喜
式
』
(4
)
神
祇
巻
四
時
祭
下
鎮
魂
祭
条
を
見
る
と

「縫

殿
寮
は
援
女
を
し
て
参
入
ら
し
め
よ
」

「御
巫
お
よ
び
援
女
ら
、
例
に
よ
り
て
舞

え
」
と
あ
る
。
『
西
宮
記
』
(
5)
臨
時

一

(乙
)
に
も

「猿
女
。

〈縫
殿
寮
の
解
に

依
り
て
、
内
侍
に
奏
し
て
こ
れ
を
補
せ
。
」
と
、
『
延
喜
式
』
と
同
様
に
猿
女
が

縫
殿
寮
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
猿
女
は

み
か
な
ぎ

縫
殿
寮
に
属
し
、
御
巫
と
共
に
祭
祀
で
舞
を
奉
納
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
縫

殿
寮
は
中
務
省
被
管
で
、
女
官
の
名
帳
や
考
課
、
宮
廷
の
衣
類
の
裁
縫
に
携
わ
る
。

猿
女
が
何
故
縫
殿
寮
に
属
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
西
郷
信
綱
氏

(6)

は

「獲
女
が
縫
殿
寮
に
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
そ
こ
で
鎮
魂
祭
用
の
天
皇
の
衣
を
縫

う
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
『
延
喜
式
』
大
嘗
祭
を
見
る
と
、
猿
女

は

「其
れ
御
巫

・
　
女
ら
の
服
は
新
嘗
甞の
例
に
よ
れ
」

「大
臣
も
し
く
は
大

・
中

納
言

一
人
、
中
臣

・
忌
部

・
〈中
臣
は
左
に
立
ち
、
忌
部
は
右
に
立

つ
〉
御
巫

・

援
女
を
率
い
て
、
左
右
に
前
行
せ
よ
」
と
や
は
り
御
巫
と
共
に
出
て
く
る
。
こ
れ

ら
を
ま
と
め
る
と
、
猿
女
氏
は
猿
女
を
輩
出
し
、
そ
の
猿
女
は
縫
殿
寮
に
属
し
て
、

御
巫
と
共
に
鎮
魂
祭

・
大
嘗
祭
に
出
仕
し
た
氏
族
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

で
は
猿
女
と
同
様
に
古
代
祭
祀
に
お
い
て
舞
を
掌

っ
た
御
巫
と
は
ど
の
よ
う
な

存
在
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
御
巫
に
つ
い
て
の
史
料
は
、
猿
女
氏
及
び
猿
女
に
比
べ

る
と
驚
く
ほ
ど
多
く
、
ま
た
先
行
研
究
も
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
『
令
集
解
』

職
員
令
神
祇
官
条
別
記
に
は

「御
巫
五
人
。
倭
国
二
口
。
左
京
生
嶋

一
口
。
右
京



座

摩

一
口
。

御

門

一
口
」

と

あ

り
、

御

巫

は
倭

国

か
ら

二

人
、

生

嶋

巫

に
左

京

か

い
が
す
り

み

か

ど

ら

一
人
、
座
摩
巫
に
右
京
か
ら

一
人
、
御
門
巫

一
人
の
計
五
名
が
任
用
さ
れ
て
い

た
。
ま
た

『
延
喜
式
』
神
祇
巻
臨
時
祭
に

「凡
そ
御
巫

・
御
門
の
巫

・
生
嶋
の
巫

各

一
人
は

〈そ
の
中
宮

・
東
宮
は
た
だ
御

巫
各

一
人
あ
り
〉
、
庶
女
の
事
に
堪
え

た
る
を
取
り
て
充
て
よ
。
但
し
考
選
は
散
事
の
宮
人
に
准
え
よ
。
」
「凡
そ
座
摩
の

巫
は
、
都
下
国
造
の
氏
の
童
女
の
七
歳
巳
上
の
者
を
取
り
て
充
て
よ
。
も
し
嫁
ぐ

時
に
及
ば
ば
。
弁
官
に
申
し
て
充
て
替
え

よ
。
」
と
あ
り
、
御
巫
は
神
事
が
で
き

る
位
階
を
持
た
な
い
娘
か
ら
選
び
、
座
摩

巫
は
都
下
国
造
氏
の
七
歳
以
上
の
未
婚

の
童
女
を
選
ぶ
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
猿
女
が
出
仕
す
る
祭
祀
は
鎮
魂
祭

・

大
嘗
祭
の
二
つ
の
み
だ
が
、
御
巫
は
鎮
魂
祭
と
大
嘗
祭
の
他
、
祈
年
祭

・
月
次
祭

そ
の
な
ら
び
に
か
ら
か
み

み
あ
が
も
の

お
お
と
の
ほ
か
い

・
園
并

韓
神
三
座
祭

・
御
贖

祭

・
大
殿

祭

・
神
今
食

・
御
巫
奉
斎
神
祭

・
八
卜

嶋
神
祭

・
四
面
御
門
祭

・
御
門
巫
奉
斎
神
祭

・
生
嶋
巫
奉
斎
神
祭

・
八
十
嶋
神
祭

・
御
川
水
祭

・
座
摩
巫
奉
斎
神
祭
と
複
数

の
祭
祀
に
関
わ
る
。
岡
田
精
司
氏

(7)

に
よ
る
と
、
御
巫
の
関
わ
る
祭
祀
の
特
徴

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1非
常
に
古
い
形
の
祭
儀
で
あ
り
、

2呪
術
的
色
彩
の
極
め
て
濃
厚
な
も

の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
。

3祭
神
は
人
格
神
以
前
の
精
霊
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
。

4天
皇
自
身
に
直
接
か
か
わ
る
祭
儀
が
多
い
こ
と
。

ま
た
野
口
剛
氏

(8)
に
よ
る
と
、
御
巫

の
成
立
過
程
及
び
御
巫
を
輩
出
す
る
氏

族
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

1御
巫
は
大
和
王
権
が
形
成
途
上
の
ま
だ
小
地
域
し
か
統
治
し
て
い
な
か
つ

た
段
階
に
お
い
て
、
王
の
身
体
や
居
住
空
間
の
穢
れ
を
祓
う
た
め
、
そ
の

祭
祀
を
分
掌
す
る
忌
部
氏
な
ど
伴
造
系
諸
氏
ま
た
は
そ
の
部
曲
の
中
か
ら

採
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2最
初
は
天
皇
御
巫
、
中
宮
御
巫
、
御
門
巫
、
座
摩
巫
に
当
た
る
も
の
が
成

立
し
、
や
や
遅
れ
て
大
八
洲
生
成
神
話
の
確
立
と
と
も
に
生
島
巫
が
加
わ

っ
た
。

3律
令
が
整
備
さ
れ
て
く
る
な
か
で
天
皇
御
巫

・
中
宮
御
巫
は
大
和
国
か
ら
、

生
島
巫
は
左
京
か
ら
、
座
摩
巫

・
御
門
巫
は
右
京
か
ら
採
る
形
が
出
来
あ

が

っ
た
。

4さ
ら
に

『大
宝
令
』
施
行
以
後
に
、
東
宮
御
巫
が
加
わ

っ
た
。

5大
同
年
間
以
後
、
主
水
司
と
繋
が
り
の
深
い
ツ
ゲ
の
国
造
が
介
入
し
て
、

座
摩
巫
は
そ
の
氏
か
ら
採
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
元
に
猿
女
と
御
巫
を
比
較
す
る
と
、
諸
氏
か
ら
採
ら
れ

て
い
た
御
巫
と
違
い
、
猿
女
氏
か
ら
し
か
採
ら
れ
な
い
猿
女
は
極
め
て
限
定
的
な

役
割
を
持
ち
、
御
巫
の
よ
う
に
新
し
い
役
割
が
増
え
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
あ
り

方
が
変
容
す
る
こ
と
の
な
い
職
掌
を
持

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
猿
女

を
背
出
す
る
猿
女
氏
は
他
氏
で
は
代
替
で
き
な
い
特
殊
性
を
持

っ
た
氏
族
だ

っ
た

の
で
あ
る
。

二

『古
語
拾
遺
』
に
お
け
る
猿
女
氏
の
職
掌

は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
、
猿
女
氏
は

『古
語
拾
遺
』
の
中
で
祭
祀
に
お
い
て
中



臣

・
忌
部
と
並
び
立

つ
氏
族
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
『
古
語
拾
遺
』
は

大
同
二
年

(八
〇
七
)
二
月
卜
三
日
、
斎
部
広
成

(忌
部
氏
は
延
暦
二
十
三
年

(八
〇
三
)
に
忌
部
を
斎
部
と
改
め
て

い
る
。)
に
よ

っ
て
奏
上
さ
れ
た
、
忌
部

氏
の
氏
文
と
呼
べ
る
書
物
で
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り
、
神
話
か
ら
拾
い
集
め
た
古

語
の
起
源
を
説
く
と
同
時
に
、
津
田
左
右
吉
氏

(9
)
に
よ
る
と
、
中
臣
氏
と
対
立

し
て
い
た

「忌
部
氏

の
愁
訴
状
と
も

い
ふ
べ
き
も
の
」
と
し
、
『
神
道
大
系
』
解

題

(
1
0
)
に
は

「平
城
天
皇
朝
に

「造
式
」

の
企
画
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
祭
祀

の
こ
と
を
あ
ず
か
る
斎
部
氏
に
も

「
召
問
」
「求
訪
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
答
え
て

広
成
は
白
氏
の
立
場
か
ら
、
現
状
の

「
所
遺
」
「蓄
憤
」
を

「上
聞
」
す
る
と
こ

ろ
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
あ
る
。
西
宮

一
民
氏

(
1
1
)
も
同
様
に

「平
城

天
皇
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
氏
族
や
部
署
の
代
表
者
に

「造
式
」
の
意
図
を
お
漏
ら

し
に
な

っ
た
の
を
、
斎
部
広
成
は
わ
が
こ
と
の
幸
い
と
し
て
受
け
止
め
、
祭
祀
の

式
典
の
根
源
的
な
事
柄
を
記
そ
う
と
し
」
成

っ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

『
古
語
拾
遺
』
(
1
2
)
に
お
け
る
猿
女
氏

と
猿
女
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

時
に
、
天
照
大
神
、
赫
怒
り
ま
し
て
、
天
石
窟
に
入
り
ま
し
、
磐
戸
を
閉
し

て
幽
居
り
ま
し
き
。
爾
し
て
乃
ち
、

六
合
常
闇
に
し
て
、
昼
夜
不
分
し
。
群

神
愁

へ
迷
ひ
て
、
手
足
罔
措
し
。
凡
て
厥
の
庶
事
、
燭
を
燎

し
て
弁
ふ
。
高

皇
産
霊
神
、
八
十
万
の
神
を
天
八
湍

河
原
に
会

へ
、
謝
み
奉
ら
む
方
を
議
ら

ふ
。
爰

に
、
思
兼
神
、
深
く
思
ひ
遠

く
慮
り
て
、
議
り
て
曰
は
く
、
「太
玉

神
を
し
て
諸
部
の
神
を
率
て
、
和
幣

を
造
ら
し
む
べ
し
。

(中
略
)
太
玉
命

を
し
て
捧
げ
持
ち
称
讃
さ
し
む
。
亦
、
天
児
屋
命
を
し
て
相
副
に
祈
祷
ら
し

む
。
又
、
天
鈿
女
命

〈古
語
に
、
天
乃
於
須
女
と
い
ふ
。
其
の
神
、
強
く
桿

く
猛
く
固
し
。
故
以
て
名
と
為
。
今
の
俗
に
、
強
き
女
を
於
須
志
と
謂
ふ
は
、

此
の
縁
な
り
。
〉
を
し
て
、
(中
略
)
石
窟
の
戸
の
前
に
誓
槽
覆
せ
、
庭
燎
を

挙
し
て
、
巧
に
俳
優
を
作
し
、
相
与
に
歌
ひ
舞
は
し
む
」
と
い
ふ
。

は
じ
め
に
記
紀
神
話
を
引
用
し
た
天
石
窟
籠
り
神
話
で
は
、
『
日
本
書
紀
』
と

同

一
の
部
分
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
る
が

(
1
3
)、
今
回
注
目
す
べ
き
は
忌
部
氏
の
遠

祖
で
あ
る
太
玉
命
が
諸
部
を
率
い
て
種
々
の
物
を
作
り
、
捧
げ
持
ち
祝
詞
を
詠
ん

で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
臣
氏
の
遠
祖
で
あ
る
天
児
屋
命
は
太
玉
命
に
相
副
え
る

だ
け
の
存
在
で
あ
る
。
ま
た

『古
語
拾
遺
』
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
記
述
と
し
て
、

記
紀
神
話
で
は
天
児
屋
命
の
遠
祖
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
高
皇
産
霊
神
が
、
太
玉

命

の
遠
祖
と
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
他

の
書
物
で
は
見
ら
れ
な
い

『古
語
拾
遺
』
独
自

の
記
述

で
あ
る

(
1
4
)。
こ
の
よ
う
に
徹
底
的
に
太
玉
命
の
神

格

つ
ま
り
忌
部
氏
の
立
場
を
神
話
の
段
階
か
ら
底
上
げ
し
て
い
る

『古
語
拾
遺
』

の
中
で
、
猿
女
氏

の
遠
祖

で
あ
る
天
鈿
女
命
は
、
太
玉
命

(忌
部
)
・
天
児
屋
命

(中
臣
)
と

「相
与
に
歌
ひ
」
そ
し
て
舞
う
の
で
あ
る
。
記
紀
神
話
で
は

『
日
本

書
紀
』
は

「巧
に
俳
優
を
作
」
し

「覆
槽
置
せ
、
顕
神
明
之
憑
談
す
。
」、
『
古
事

記
』
で
は

「天
の
石
屋
の
戸
に
う
け
を
伏
せ
て
、
蹈

み
と
ど
ろ
こ
し
、
神
懸
り
為

て
、
胸
乳
を
掛
き
出
だ
し
、
裳
の
緒
を
ほ
と
に
忍
し
垂
れ
き
。
」
と
、
ア
メ
ノ
ウ

ズ
メ
が
歌
う
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
『古
語
拾
遺
』
は
猿
女
氏
の
職
掌
に
記
紀

神
話
に
は
な
い
、
中
臣

・
忌
部
と

「相
与
に
歌
う
」
こ
と
を
付
与
し
、
祭
祀
の
中

で
の
猿
女
氏
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
天
鈿
女
命
の
ウ
ズ
メ
は
鈿

(か
ん
ざ
し
を
示
す
)
を
付
け
た
女
の
意



で
あ
る
こ
と
は
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
が
天
香
山
の
眞
坂
樹

(『
古
事
記
』
で
は
天
の

真
析
)
を
頭
に
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

『古

語
拾
遺
』
は
ウ
ズ
メ
の
語
源
を
、
元
は
ア
メ
ノ
オ
ズ
メ
と
呼
び
、
強
い
女
を
オ
ズ

シ
と
い
う
由
縁
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
西
宮

一
民
氏

(
1
5
)
は

「そ
の
子
孫

の
猿
女
君
が
鎮
魂
祭
の
儀
に
お
い
て

「強
く
悍
く
猛
く
固
し
」
と
表
現
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
所
作
を
し
た
に
相
違
な
い
。
そ
れ
で
オ
ズ
メ
と
い
う
説
も
生
じ
て
し
ま

っ
た
と
考
え
て
よ
い
」
と
し
、
西
郷
信
綱
氏

(
1
6
)
は

「裸
踊
り
を
や
る
ウ
ズ
メ
、

あ
る
い
は
天
孫
降
臨

の
条
に
い
わ
ゆ
る

「
い
む
か
ふ
神
」

「面
勝

つ
神
」
で
あ
る

ウ
ズ
メ
を
こ
の
語

(オ
ズ
シ
)
と
関
連
さ

せ
て
説
く
の
を
、
む
げ
に
否
定
す
る
に

は
及
ば
な
い
」
と
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
名
が
強
い
女
で
あ
る
と
い
う
オ
ズ
シ
に
関

連
し
た
こ
と
を
頭
か
ら
否
定
は
し
て
い
な

い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
も
ウ

ズ
メ
が
髪
飾
り
を
付
け
て
い
る
女
の
意

で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
う
え
で
、
『古

語
拾
遺
』
の
説
が
生
ま
れ
る
の
も
不
思
議

で
は
な
い
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

猿
女
が
祭
祀
の
中
で
猛
々
し
く
舞

っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

史
料
的
に
そ
の
こ
と
を
積
極
的

に
示
す

も
の
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
加
え
、

『
古
語
拾
遺
』
は

「古
語

の
遺
れ
た
も

の
を
拾
う
」
書
物
で
あ
る

(
1
7
)
た
め
、

『古
語
拾
遺
』
序
文
で
述
べ
る

「国
史

・
家
牒
、
其
の
由
を
載
す
と
雖
も
、

一
二

の
委
曲
、
猶
遺
り
た
る
有
り
。
」
の

一
つ
と
し
て
造
形
さ
れ
た
、
斎
部
広
成
の
付

会
の
説
で
あ
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
　
古
代
祭
祀
の
場
に
お
け
る
猿
女
氏
の
実
態

『古
語
拾
遺
』
天
孫
降
臨
条
で
は

「天
鈿
女
命
は
、
是
れ
猿
女
君
が
遠
祖
な
り
。

顕
せ
る
神
の
名
を
以
て
氏
姓
と
す
。
彼
の
男
女
を
皆
号
け
て
猿
女
君
と
為
し
む
る

は
、
此
の
縁
な
り
。
」
と
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
く
似
た
記
述
が
さ
れ
て
い
る
。
記

紀
で
は
天
石
窟
籠
り
神
話
と
、
こ
の
天
孫
降
臨
神
話
で
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
及
び
猿
女

氏

の
記
述

は
見
え
な
く
な
る
。

し
か
し
、
『
古
語
拾
遺
』
に
は
主
に

『
日
本
書

も
り
た
る
と
こ
ろ

紀
』
に
拠

っ
て
書
か
れ
た
神
話

の
後
に

「
所

遺

」
と
題
し
て
十

一
力
条
が
付

さ
れ
て
い
る
。
『
古
語
拾
遺
』
の
書
か
れ
た
九
世
紀
初
期
に
お
け
る
猿
女
氏
の
実

態
は
こ
の

「所
遺
」
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

『古
語
拾
遺
』
「所
遺
」
を
私
に
概
略
す
る
と
以
下
の
通
り
と
な
る
。

、

二

、

二

、

四

、

五

、

草
薙
剣
を
神
宝
と
す
る
熱
田
社
が
、
幣
を
奉
る
日

(祈
年
祭

・
月
次

祭

・
新
嘗
祭
)
の
神
事
に
昔
か
ら
修
め
ら
れ
て
い
な
い
。

皇
祖
で
あ
る
尊
い
天
照
大
神
を
祀
る
伊
勢
神
宮
が
、
幣
吊
を
班
つ
最

後
で
あ
る
。

中
臣
氏

・
斎
部
氏

・
猿
女
氏
は
供
に
離
れ
ず
天
照
大
神
を
祀
る
氏
族

で
あ
る
の
に
、
現
在
は
中
臣
氏
だ
け
が
伊
勢
神
宮
を
祀
っ
て
い
る
。

神
殿
を
造
る
時
の
祝
詞
は
忌
部
氏
が
詠
む
こ
と
が
古
来
よ
り
決
め
ら

れ
て
い
る
が
、
忌
部
が
関
与
し
て
い
な
い
。

御
殿
祭

・
御
門
祭
は
忌
部
氏
が
祝
詞
を
詠
む
祭
だ
が
、
宝
亀
年
に
宮

内
省
の
中
臣
氏
が

「中
臣
、
斎
部
を
率
て
御
門
に
候
ふ
」
と
改
め
、

現
在
も
そ
の
ま
ま
そ
れ
に
従

っ
て
い
る
。



六

、

七

、

九 八

 

十

、

十

一
、

こ

の

内

、

し
て
見
る
と
、

述
べ
る
古
来
の
形
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
主
張
が
読
み
取
れ
る
。

「所
遺
」
七
に
関
し
て
、
幣
帛
使
の
実
態
を
六
国
史
で
見
る
と
以
下
の
通
り
で

あ
る
。『続

日
本
紀
』
天
平
七
年

(七
二
五
)
七
月
庚
辰

依
忌
部
宿
祢
虫
名
。
烏
麻
呂
等
訴
。
申
検
時
時
記
。
聽
差
忌
部
等
爲
幣
用
使
。

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年

(七
五
七
)
六
月
乙
未

今
、
中
臣
氏
に
神
事
供
奉
の
権
力
が
移

っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
中

臣

・
忌
部
は
供
に
七
位
の
官
だ

っ
た
。
延
暦
年
に
忌
部
を
八
位
に
し

て
元
に
戻
し
て
い
な
い
。

幣
帛
を
奉
る
の
は
中
臣

・
忌
部
両
氏
の
職
掌
だ

っ
た
が
、
今
は
中
臣

し
か
任
命
し
て
い
な
い
。

諸
国
の
大
社
に
中
臣
を
任
命

し
て
、
忌
部
を
任
命
し
て
い
な
い
。

御
巫
は
猿
女
氏
の
職
掌
で
あ

り
、
他
氏
が
任
命
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
。

神
に
供
え
る
種
々
の
も
の
は
中
臣

・
忌
部

・
猿
女

・
鏡
作
な
ど
の
諸

氏
が
司
っ
て
い
た
が
、
今
は
中
臣

・
忌
部
し
か
採
用
さ
れ
ず
、
他
氏

は
考
選
に
す
ら
あ
が
ら
な
い
。

天
平
勝
宝
九
年

(七
五
七
)

の
口
頭
に
よ
る
宣
旨
で

「伊
勢
神
宮
の

幣
帛
使
は
中
臣
を
用
い
て
、
他
氏
は
起
用
し
な
い
」
と
し
た
。
こ
れ

は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
未
だ
記
録
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、
九
、
十
に
直
接
猿
女
氏

に
言
及
し
た
記
述
が
見
え
、
全
体
を
通

祭
祀
の
場
に
お
い
て
、
専
横
す
る
中
臣
氏
を
排
除
し
、
忌
部
氏
の

始
制
。
伊
勢
太
神
宮
幣
畠
使
。
自
今
以
後
。
差
中
臣
朝
臣
。
不
得
用
他
姓
人
。

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年

(七
五
八
)
八
月
戊
午

遣
左
大
舎
人
頭
從
五
位
下
河
内
王
。
散
位
從
八
位
下
中
臣
朝
臣
池
守
。
大
初

位
上
忌
部
宿
祢
人
成
等
。
奉
幣
帛
於
同
太
神
宮
。

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
三
年

(七
五
九
)
十
月
戊
申

遣
武
部
卿
從
三
位
巨
勢
朝
臣
關
麻
呂
。
神
祇
大
副
從
五
位
下
中
臣
朝
臣
毛
人
。

少
副
從
五
位
下
忌
部
宿
祢
呰
麻
呂
等
。
奉
幣
帛
於
神
宮
。

『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年

(七
六
五
)
九
月
丁
未

遣
正
親
正
從
五
位
下
荻
田
王
。
少
主
鈴
中
臣
朝
臣
竹
成
。
神
部
鴨
田
連
嶋
人
。

奉
幣
帛
於
伊
勢
太
神
宮
。

『続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年

(七
七
〇
)
八
月
庚
寅
朔

遣
参
議
從
四
位
下
外
衛
大
將
兼
越
前
守
藤
原
朝
臣
繼
繩

。
左
京
少
進
正
六
位

上
大
中
臣
朝
臣
宿
奈
麻
呂
。
奉
幣
帛

及
赤
毛
馬
二
疋
於
伊
勢
太
神
宮
。

『続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年

(七
七
〇
)
八
月
辛
夘

遣
神
祇
員
外
少
史
正
七
位
上
中
臣
葛
野
連
飯
麻
呂
。
奉
幣
畠
於
越
前
國
氣
比

神
。
能
登
國
氣
多
神
。

『続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年

(七
七
八
)
六
月
辛
丑

特
詔
。
遣
參
議
正
四
位
上
左
大
弁
藤
原
朝
臣
是
公
。
肥
後
守
從
五
位
下
藤
原

朝
臣
是
人
。
奉
幣
帛
於
廣
瀬
瀧
田
二
社
。
爲
風
雨
調
和
。
秋
稼
豊
稔
也
。

『続
日
本
紀
』
延
暦
十
年

(七
九

一
)
八
月
壬
寅

詔
遣
參
議
左
大
弁
正
四
位
上
兼
春
宮
大
夫
中
衛
中
將
大
和
守
紀
朝
臣
古
佐
美
。

參
議
神
祇
伯
從
四
位
下
兼
式
部
大
輔
左
兵
衛
督
近
江
守
大
中
臣
朝
臣
諸
魚
。



神
祇
少
副
外
從
五
位
下
忌
部
宿
祢
人
上
於
伊
勢
太
神
宮
。
奉
幣
帛
。

『
日
本
後
紀
』
逸
文

(『
類
聚
国
史
』)

延
暦
十
三
年

(七
九
四
)
三

月
辛
卯

遣
大
監
物
従
五
以
上
石
淵
王

・
参
議
従
四
位
上
守
兵
部
卿
兼
近
衛
大
将
行
神

祇
伯
近
江
守
大
中
臣
朝
臣
諸
魚
等
、
奉
幣
帛
於
伊
勢
大
神
宮
。

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
元
年

(八

一
〇
)
十
二
月
壬
午

遣
參
議
正
四
位
下
巨
勢
朝
臣
野
足
奉
幣
帛
於
八
幡
大
神
宮
樫
日
廟
。
賽
靜
亂

之
祷
。

『古
語
拾
遺
』
「所
遺
」
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
『続
日
本
紀
』
天
平
宝
字

元
年

(七
五
七
)
六
月
以
降
、
伊
勢
神
宮

の
幣
帛
使
に
は
中
臣
氏
か
ら
選
ば
れ
る

と
決
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
巨
勢
氏
、
忌
部
氏
等
他
氏
か
ら
幣
帛
使
が
採
ら
れ
る

こ
と
は
あ
る
が
、
殆
ど
の
場
合
、
中
臣

(藤
原
)
氏
が
同
時
に
選
ば
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
中
臣
氏
の
勢
力
が
大
き
か
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
臣
氏
と
忌
部

氏
の
対
立
は
大
同
元
年
八
月

(八
〇
六
)

に
起
こ
っ
た
、
幣
帛
使
を
め
ぐ
る
訴
訟

に
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
日
本
後
紀
』
(
1
8
)
大
同
元
年

(八
〇

六
年
)
八
月
十
日

是
よ
り
先
、
中
臣

・
忌
部
両
氏
各
有

相
訴
う
る
こ
と
あ
る
。
中
臣
氏
云
う
、

「忌
部
は
本
幣
帛
を
造
り
て
、
祝
詞
を
申
さ
ず
。
然
ら
ば
則
ち
忌
部
氏
を
以

て
幣
帛

使
と
為
す
べ
か
ら
ず
」
と
。

忌
部
氏
云
う
、

「奉
幣

・
祈
祷
は
、
是

れ
忌
部
の
職
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
忌
部
氏
を
以
て
幣
帛
使
と
為
し
、
中
臣
氏

を
以
て
祓
使
に
預
け
し
む
べ
し
」
と
。
彼
此
相
論
し
て
。
各
拠
る
所
有
り
。

是
の
日
、
勅
命
す
ら
く
、
「日
本
書
紀
に
拠
る
に
、
天
照
大
神
天
磐
戸
を
閇

ず
る
の
時
、
中
臣
連
の
遠
祖
天
兒
屋
命
、
忌
部
の
遠
祖
太
玉
命
、
天
香
山
の

五
百
筒
眞
坂
樹
を
掘
り
て
、
上
枝
に
八
坂
境
瓊の
五
百
箇
御
統
を
懸
け
、
中
枝

に
八
咫
鏡
を
懸
け
、
下
枝
に
青
和
幣
白
和
幣
を
懸
け
、
相
与
に
祈
祷
を
致

す
」
者
。
然
ら
ば
則
ち
祈
祷
の
事
に
至
り
て
は
、
中
臣

・
忌
部
並
び
に
相
預

る
べ
し
。
又
神
祇
令
に
云
う
。
『
其
れ
祈
年

・
月
次
祭
は
、
中
臣
祝
詞
を
宣

べ
、
忌
部
幣
畠
を
班
て
。
践
柞
の
日
。
中
臣
天
神
の
寿
詞
を
奏
し
、
忌
部
神

璽
の
鏡
劔
を
上
れ
。
六
月

・
十
二
月
の
晦
日
の
大
祓
は
。
中
臣
御
祓
麻
を
上

れ
。
東
西
の
文
部
祓
刀
を
上
り
、
祓
詞
を
読
め
。
訖
ら
ば
、
中
臣
祓
詞
を
宣

べ
よ
。
。
常
祀
の
外
、
須
ら
く
諸
社
に
向

い
て
幣
帛
を
供
す
べ
き
者
は
、
皆

五
位
以
上
の
ト
食
の
者
を
取
り
て
充
て
よ
』
と
。
宜
し
く
常
祀
の
外
、
奉
幣

の
使
は
、
両
氏
を
取
用
し
て
、
必
ず
相
半
に
当

つ
べ
し
。
自
余
の
事
は
、。

專
ら
令
条
に
依
れ
」
と
。

こ
こ
に
は
忌
部
氏
は
幣
帛
を
造
る
の
み
で
祝
詞
を
申
さ
な
い
氏
族
で
あ
る
た
め
、

忌
部
氏
を
幣
帛
使
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
中
臣
氏
が
主
張
し
、
奉
幣

・
祈
祷
は

忌
部
の
職
掌
な
の
で
、
忌
部
氏
を
幣
帛
使
、
中
臣
氏
を
祓
使
に
す
る
べ
き
で
あ
る

と
忌
部
氏
が
主
張
し
て
い
る
。
両
氏
の
対
立
は

『
日
本
書
紀
』
と
律
令
に
基
づ
い

た
勅
命
に
よ
っ
て
、
忌
部
氏
の
主
張
が
通
る
。
こ
の
よ
う
に
大
き
な
勢
力
を
持

っ

た
中
臣
氏
と
対
立
し
て
い
た
忌
部
氏
が
、
何
故
、
『
古
語
拾
遺
』

の
中
で
猿
女
氏

を
重
要
な
氏
族
だ
と
位
置
づ
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

『古
語
拾
遺
』
成
立
と
同
時
期
に
、
猿
女
氏
の
職
掌
を
め
ぐ
る
記
事
を

『
日
本

後
紀
』
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
日
本
後
紀
』
逸
文

(『
類
聚
国
史
』)
弘
仁
四
年

(八

一
三
)
十
月
二
十
八
日

従
四
位
下
左
中
弁
兼
摂
津
守
小
野
朝
臣
野
主
等
言
さ
く
、
「猿
女
の
興
、
国



史
に
詳
か
な
り
。
其
の
後
絶
え
ず
。
今
猶
見
在
す
。
又
猿
女
の
養
田
は
、
近

江
国
の
和
迩
村

・
山
城
国
の
小
野
郷

に
在
り
。
今
小
野
臣

・
和
迩
部
臣
等
、

既
に
其
の
氏
に
非
ざ
る
に
、
猿
女
を
貢
せ
し
め
ら
る
。
熟
ら
事
緒
を
捜
る
に
、

二
氏
の
中
、
貧
人
田
を
利
り
、
恥
辱
を
顧
み
ず
、
拙
吏
相
容
れ
、
督
察
を
加

う
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
り
。
神
事
を
先
代
に
乱
し
、
氏
族
を
後
裔

に
穢
す
。

日
を
積
み
年
を
経
て
、
恐
る
ら
く
旧
慣
を
成
さ
ん
。
伏
し
て
請
う
ら
く
は
、

所
司
を
し
て
厳
し
く
捉
搦
を
加
え
、
氏
に
非
ざ
る
を
用
い
る
を
断
た
し
め
ん

こ
と
を
。
然
ら
ば
則
ち
、
祭
祀
濫

る
る
こ
と
無
く
、
家
門
正
す
こ
と
を
得

ん
」
者
。
之
を
可
と
す
。

こ
れ
は
小
野
朝
臣
野
主
等
が
和
遍
邇氏

・
小
野
氏
が
養
田
の
利
益
の
た
め
に
、
本

来
猿
女
氏
か
ら
用
い
ら
れ
る
猿
女
を
不
正
に
貢
進
す
る
こ
と
の
禁
止
を
求
め
て
い

る
記
事
で
あ
る
。
訴
え
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
頃
猿
女
は
猿
女
氏
専

有

の
職
掌
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
て

い
た
。
『
古
語
拾
遺
』
「所
遺
」
三
で
も

「中
臣

・
斎
部
の
二
氏
は
、
相
副
に
日
の
神
を
祷

り
奉
る
。
猿
女
が
祖
も
、
亦
神

の
怒
を
解
く
。
然
れ
ば
、
三
氏
の
職
は
、
相
離
る
べ
か
ら
ず
。
」
と
あ
り
、
「所

遺
」
十
で
は

「神
祇
官
の
神
部
は
、
中
臣

・
斎
部

・
猿
女

・
鏡
作

・
玉
作

・
盾
作

・
神
服

・
倭
文

・
麻
続
等
の
氏
有
る
べ
し
。
而
る
に
、
今
唯
中
臣

・
斎
部
等
の
二

三
氏
の
み
有
り
て
、
自
余

の
諸
氏
は
、
考

選
に
預
ら
ず
。
」
と
あ
る
。
本
来
猿
女

氏
が
祭
祀
に
関
わ
る
べ
き
所
で
も
、
他
氏

か
ら
猿
女
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
九
世
紀
前
半

の
猿
女
氏
の
衰
退
が
う
か
が
え
、
こ
の

後
も
猿
女
自
体
は
諸
文
献

(
1
9
)
に
散
見
さ
れ
る
が
、
猿
女
氏
が
猿
女
を
貢
進
し
た

と
い
う
記
録
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

『古
語
拾
遺
』
で
指
摘
さ
れ
た
、
他
氏

が
台
頭
す
る
よ
う
に
な

っ
た
猿
女
の
実
態
も

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
四
年
の
訴
え
の

よ
う
に
改
善
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
『
古
語
拾
遺
』
「所
遺
」
九
は
他
の

「所
遺
」
と
比
べ
る
と
、
異
質

で
あ
る
。
斎
部
広
成
が
記
し
た
忌
部
氏
の
書
物
で
あ
る
は
ず
が
、
「所
遺
」
九
だ

け
は
忌
部
氏
に

つ
い
て
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
「所
遺
」
九

の
全
文
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

凡
て
、
鎮
魂
儀
は
、
天
鈿
女
命
の
遺
跡
な
り
。
然
れ
ば
、
御
巫
の
職
は
、
旧

の
氏
を
任
ず
べ
し
。
而
る
に
、
今
選
ふ
所
、
他
氏
を
論
は
ず
。
遺
り
た
る
九

な
り
。

先
に
も
触
れ
た
が
、

「御
巫
の
考
選
は
散
事

の
宮
人
に
准
ぜ
よ
」
と
あ
る
よ
う

に
、
御
巫
を
猿
女
氏
か
ら
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
ま
り
は
な
か

っ
た

(2
0)。

御
巫
は

『
延
喜
式
』
に
あ
る
よ
う
に
、
庶
氏
か
ら
採

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で

も
、
祭
儀
で
歌
舞
を
奉
る
必
要
の
あ

っ
た
御
巫
は

「事
に
堪
え
る
」
こ
と
の
で
き

る
女
と
い
う
点
で
猿
女
氏
か
ら
採
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
え
る
だ
ろ
う
。
『
古
語
拾

遺
』
に
お
い
て
猿
女
氏
が
か
つ
て
御
巫
を
貢
進
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
事
実
を
拡
大
解
釈
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
猿
女
の
み
な
ら
ず
、
御
巫

も
専
有
で
き
れ
ば
、
猿
女
氏
が
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
祭
祀
は
格
段
に
増
え
、
し

か
も
そ
れ
ら

の
祭
祀
は
天
皇
に
関
わ
る
重
要
な
祭
ば
か
り
で
あ
る
。
『
古
語
拾

遺
』
は
御
巫
を
猿
女
氏
の
職
掌
に
す
る
こ
と
で
、
猿
女
氏
の
勢
力
を
拡
大
さ
せ
、

間
接
的
に
中
臣
氏
の
勢
い
を
削
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



お
わ
り
に

『古
語
拾
遺
』
を
記
し
た
斎
部
広
成
が
、
古
代
祭
祀
の
場
に
お
い
て
忌
部
氏
の

由
緒
を
神
話
の
古
い
時
代
に
求
め
、
忌
部
氏
が
祭
祀
に
関
わ
る
正
当
性
を
説
い
た

の
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
愁
訴
状
で
あ
る
の
か
、
造
式
を
目
的

と
し
た
の
か
は
諸
説
分
か
れ
る
が
、
次
第

に
勢
力
を
強
め
て
き
た
中
臣
氏
を
強
く

意
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

そ
の
中
で
同
族
で
も
な
い
猿
女
氏
の
職

掌
を
確
立
さ
せ
た
目
的
は
、
猿
女
氏
と
共
闘

(
2
1
)
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
中

臣
氏
以
外
の
氏
族
を
祭
祀
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
臣
氏
の

専
横
を
防
ぐ
日
的
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
猿
女
氏
の
遠

祖
で
あ
る
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
の
名
称
を
、
古

語
と
称
し
て
独
自
の
伝
承
を
記
載
し
、

け
し
て
猿
女
氏
の
専
有
す
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
御
巫
を
、
猿
女
同
様
猿
女
氏
か

ら
採
る
べ
き
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

し
か
し
、
猿
女
氏
の
実
態

は

『
日
本
後

紀
』
弘
仁
四
年
条
に
見
え
る
通
り
、
御
巫
ど
こ
ろ
か
猿
女
す
ら
貢
進
出
来
な
い
ほ

ど
、
そ
の
職
掌
が
狭
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
斎
部
広
成
は

『古
語
拾
遺
』
を

記
し
た
際
に
、
中
臣
氏
の
勢
い
を
削
ぐ
手
段
の

一
つ
と
し
て
猿
女
氏
の
舞
い
を
利

用
し
た
と
同
時
に
、
国
史

・
家
牒
か
ら
遺
れ
た

一
二
の
委
曲
と
し
て
畜
憤
を
持

っ

て
述
べ
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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(
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『
日
本
書
紀
』

の
引
用

は
、
小
島
憲
之

・
直

木
孝

次
郎

・
西
宮

一
民

・
蔵
中
進

・
毛

利

正
守
校

注

・
訳

『
日
本
書

紀
』

一
二
三
、

(小
学
館
、

一
九
九

四
、

一
九
九
六
、

一
九
九
八
年
)

に
基
づ
き
、
私
見
を
交
え
た
。

『
古
事
記
』

の
引
用

は
、
山

口
佳
紀

・
神
野
志
隆
光
校
注

・
訳

『
古
事
記
』

(小
学
館
、

一
九
九
七
年
)

に
基
づ
き
、
私
見
を
交
え
た
。

ア

メ

ノ
ウ

ズ

メ
は

『
弘
仁

私
記
』

序

に

「
稗

田
阿
礼

年
廿

八

〈
天
鈿

女
命

之
後

也
〉
」
と
稗

田
氏

の
遠
祖

で
あ

る
こ
と
が
書

か
れ

て
い
る
が
、
『
弘
仁
私
記
』
序

に
は

そ

の
成
立
を
疑
う
説
も
存
在

し
、

ア
メ
ノ
ウ
ズ

メ
と
稗

田
氏

の
関
係
を

一
概

に
は
断

定

で
き
な

い
た
め
、
今

後

の
検
討
課
題
と

し
、
本
稿

の
・王
旨
と

は
外
れ
る
た
め
、

こ

こ
で
は
論
じ
な

い
。

『
延
喜
式
』

の
引
用

は
虎
尾
俊
哉
編

『
延
喜
式
』

上
下

(集
英
社
、

二
〇
〇
〇
、

二

〇
〇
七
年
)

に
基
づ
き
、
私
見
を
交
え
た
。

『
西
宮
記
』

の
引
用

は
土
田
真
鎮

・
所
功
校

注

『
西
宮
記
』

(『
神
道

大
系
』
朝
議
祭

祀
編
二

、
神
道
大
系
編
纂
会
、

一
九
九

三
年
)

に
基
づ
き
、
私
見
を
交
え
た
。

西
郷
信
綱

『
古
事
記
注
釈
』

(筑
摩
書
房
、

一
九
七

五
年
)

岡

田
精
司

「宮
廷
巫
女

の
実
態
」

(『
日
本
女
性
史
』
第

一
巻

東
京
出
版
会
、

一
九

八

二
年
)

野

[
剛

「御
巫
考
」

(『
古
代
文
化
』
第

四
十

四
巻
八
号

一
九
九

二
年
)

津

田
左
右
吉

「古
語
拾
遺

の
研
究
」

(『
津

田
左
右
吉
全
集
』
第

二
巻

岩
波
書
店
、

一
九
六
三
年
)

飯

田
瑞
穂
校
注

『
古
語
拾
遺
』

(『
神
道
大
系
』
古
典
編
五
、
神
道
大
系
編
纂
会
、

一

九
八
六
年
)

西
宮

一
民
校
注

『
古
語
拾
遺
』

(岩
波
書
店
、

一
九

八
五
年
)

『
古
語
拾
遺
』

の
引
用
は
、
西
宮

一
民
校
注

『
古
語
拾
遺
』

(岩
波
書
店
、

一
九
八

五

年
)
、
飯

田
瑞
穂
校
注

『
古

語
拾
遺
』

(『
神
道
大

系
』
古
典
編

五
、
神
道

大
系
編
纂

(
13
)

17161514
口 口 口 口

 

(
18
)

212019
口 口 口

会
、

一
九
八
六
年
)
、
沖
森
卓
也

・
佐
藤
信

・
矢
嶋
泉
編
著

『
古
代
氏
文
集
』

(山
川

出
版
社
、

二
〇

一
二
年
)

に
基
づ
き
、
私
見
を
交
え
た
。

『
古

語
拾

遺
』
に
お
け

る
天
石
窟
籠
り
神
話

と
ア
メ

ノ
ウ
ズ

メ
に

つ
い
て
は
神
野
志

隆
光

「『
古
語
拾
遺
』

の
位
置
」

(『
古
代
天
皇
神
話
論
』
若
草
書
房
、

一
九
九
九
年
)
、

津

田
博
幸

「広
成

の
読
む

『
日
本
書
紀
』

『
古
語
拾
遺
』
を
め
ぐ

っ
て

」

(『
生

成
す

る
古
代
文
学
』
森
話
社
、

二
〇

一
四
年
)
、
斎
藤
英
喜

「『
古
語
拾
遺
』

の
神
話

言
説
」

(『
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
』
三
〇
、

人
文
科
学
篇
、

一
九
九
九
年
)
な

ど
が
あ

る
。

西
宮

一
民
校
注

『
古
語
拾
遺
』

(岩
波
書
店
、

一
九

八
五
年
)

西
宮

一
民
校
注

『
古
語
拾
遺
』

(岩
波
書
店
、

一
九

八
五
年
)

西
郷
信
綱

『
古
事
記
注
釈
』

(筑
摩
書
房
、

一
九
七

五
年
)

『
古
語
拾
遺
』
と

い
う
題

に

つ
い
て
溝

口
駒
造

『
古
語
拾
遺
精
義
』

(中
文
館
書
店
、

一
九
三

五
年
)
が

「
元
来
著
者
と
し

て
の
広
成
翁
自
身

は
、
之
を

一
個

の
上
表
文
と

し
て
書

い
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
特

に

「古
語
拾
遺
」
と
題
す

る
著
書
を
発
表
す

る

意
図

は
少
し
も
無

か

っ
た
。
随

っ
て
此

の
標
題
め

い
た
も

の
は
、
後
人
が
私
に
附
し

た

も

の
で
あ
る
。
」
と
述

べ
る
よ
う

に
、
後

人

の
付
け
足

し
と

い
う
説
が
あ
る
が
、

今
回

は
本
稿

の
・
主旨
と
外
れ

る
た
め
、

こ
こ
で
は
論
じ
な

い
。

『
日
本
後
紀
』

の
引
用
は
黒
板
信
夫

・
森

田
悌
編

『
日
本
後
紀
』

(集
英
社
、

二
〇
〇

三
年
)

に
基
づ
き
、
私
見
を
交
え
た
。

猿
女

に

つ
い
て
は

『
西
宮
記
』
や

『
貞
観
儀
式
』

に
見

る
こ
と
が

で
き
る
。

西
宮

一
民
校
注

『
古
語
拾
遺
』

(岩
波
書
店
、

一
九

八
五
年
)

津

田
博
幸

「広
成

の
読
む

『
日
本
書
紀
』
ー

『
古
語
拾
遺
』
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『
生

成
す

る
古
代
文
学
』
森
話
社
、

二
〇

一
四
年
)

で
は

『
古
語
拾
遺
』

は

「猿
女
公
氏

に
肩

入
れ
し
た
記
述
が
多

く
」
、
忌
部
氏
と
猿
女

氏
が

「
共
闘
関
係

に
あ
る
」
と

し

て
い
る
。
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